
舌L

の
応
仁

大
乱

の
原

因

室
町
幕
府
の
没
落
を
決
定
づ
け
た

『応
仁
の
乱
』
の
原
因
は
、
将
軍
の
権
威
の
低
下

に
あ
る
。
室
町
幕
府
の
全
盛
を
築
い
た
義
満
を
始
め
、
義
持
、
義
教
と
続
く
歴
代
将

軍
は
、
台
頭
す
る
有
力
守
護
大
名
を
或
い
は
討
ち
、
或
い
は
互
い
に
争
は
せ
て
そ
の

権
威
を
維
持
し
て
来
た
。
特
に
六
代
将
軍
義
教
は
、
『万
人
恐
怖
』
と
言
わ
れ
る
専
制

政
治
を
強
行
し
て
幕
府
権
力
の
確
立
に
狂
奔
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
政
治
は
有
力
守

護
大
名
の
反
発
を
受
け
、
か
え

っ
て

『将
軍
大
死
』
と
い
う
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
失
態
を
招
い
て
し
ま

っ
た
。
所
謂

『嘉
吉
の
乱
』
で
あ
る
。

将
軍
の
横
死
と
、
義
勝
、
義
政
と
続
い
た
幼
少
の
将
軍
の
出
現
は
、
義
満
以
下
三
代

の
将
軍
に
よ
っ
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
有
力
守
護
大
名
の
台
頭
と
い
う
、
歴
代
将
軍

の
も

っ
と
も
恐
れ
て
い
た
事
態
を
招
い
て
し
ま

っ
た
。
具
体
的
に
は
、
コ
一管
領

・
四

職
』
家
と
い
う
幕
府
を
支
え
た
守
護
家
の
内
、
細
川
、
山
名
両
氏
の
み
が
強
大
と
な

り
、
他
の
守
護
家
は
各
々
両
陣
営
に
別
れ
て
勢
力
を
競
い
、
そ
れ
を
将
軍
が
制
上
し

え
な
い
と
い
う
深
刻
な
状
況
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
権
力
闘
争
が
頂
点

に
達
し
た
の
が
、
所
謂

『応
仁
の
乱
』
の
勃
発
で
あ

っ
た
。

田
　
口
　
主我
　
之

乱
の
原
因
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
る
。
曰
く
、
将
軍
の
継
嗣
問
題
、
日

く
、
畠
山

・
斯
波
氏
の
相
続
問
題
、
或

い
は
将
軍
義
政
の
失
政
等
な
ど
。
し
か
し
、

そ
の
根
本
に
は
将
軍
の
権
威
低
下
を
始
め
中
世
的
権
威
の
失
墜
と
い
う
、
秩
序
の
解

体
現
象
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
は
、
幕
府
権
力
の
没
落
と
い
う

守
護
自
身
の
足
元
を
掬
う
事
態
を
招
き
、
以
後
百
年
に
及
ん
だ

『戦
国
』
の
世
を
迎

え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、
守
護
大
名
は
幕
府
権
力
を
背
景
に
し
て
の
み

そ
の
領
国
を
支
配
し
え
た
の
だ
か
ら
…
…
…
。

由
不
仝
千
こ
日疋
菫
三

大
乱
の
前
夜
、
備
後
の
守
護
家
で
あ
っ
た
山
名
氏
は
分
裂
の
危
機
に
直
面
し
て
い

た
。
父
宗
全

（持
豊
）
か
ら
備
後
守
護
職
を
譲
ら
れ
た
是
豊
に
は
、
教
豊
と
い
う
兄

が
あ
り
、
山
名
氏
の
跡
目
継
承
者
と
目
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
寛
正
元
年

（
一

四
六
〇
）
、
父
と
衝
突
し
て
播
磨
へ
追
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
件
で
色
め
き

立
っ
た
の
が
是
豊
で
あ
る
。
是
豊
は
、
兄
が
追
放
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
当
然
自
分
こ

そ
山
名
家
の
跡
目
相
続
者
で
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
『山
名
家
督
』
は
是
豊
に
は
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回
っ
て
来
な
か
っ
た
。
兄
教
豊
は
間
も
な
く
父
宗
全
と
和
解
し
、
そ
の
早
世
後
、
父

宗
全
は
是
豊
の
末
弟
政
豊

（教
豊
の
嫡
子
と
も
い
う
）
を
自
分
の
後
継
者
と
定
め
た

の
で
あ
る
。

是
豊
は
父
を
恨
ん
だ
。
こ
の
父
子
の
対
立
に
目
を
つ
け
た
の
が
、
当
時
幕
府
の
管

領
と
し
て
宗
全
と
権
力
を
争

っ
て
い
た
細
理
勝
元
で
あ
る
。
勝
元
は
是
豊
に
恩
を
売

る
こ
と
に
よ
っ
て
味
方
に
穣
き
入
れ
よ
う
と
し
た
。
『応
仁
認
銀
に
は
、
是
豊
は
嘉
吉

の
乱
で
討
ち
死
に
し
た
曲
名
熙
貴
の
遺
跡
を
勝
元
の
奔
走
に
よ
っ
て
相
続
し
た
と
あ

り
、
寛
二
五
年

（
一
四
六
甕
）
に
は
勝
元
の
後
押
し
で
山
城
の
守
護
職
に
補
せ
ら
れ

て
い
る
。
幕
府
の
お
膝
元

「曲
城
国
」
の
守
護
職
は
当
時
最
も
名
誉
な
職
と
さ
れ
て

い
た
。
父
に
疎
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
是
豊
が
、
こ
の
勝
元
の
配
慮
に
感
激
し
な
い
訳
は

な
い
。

こ
う
し
て
、
備
後
は
大
乱
の
勃
発
と
共
に
、
経
川
勝
元
の
策
謀
に
よ
っ
て
骨
肉
種

い

争
う
と
い
う
曲
名
氏
の
分
裂
、
ひ
い
て
は
備
後
圏
人
衆
の
分
裂
抗
争
と

い
う
深
麗
な

事
態
に
た
ち
至
る
の
で
あ
る
。

大

乱

の
勃

発

応
仁
元
年

（
一
四
六
七
）
一
月
、
京
都
は
続
々
と
上
洛
す
る
諸
国
の
軍
勢
で
不
気
味

な
緊
張
に
覆
わ
れ
て
い
た

〉^幕
府
を
三
分
す
る
実
力
者
、
細
順
勝
元

・
山
名
宗
全
は
、

い
よ
い
よ
実
力
行
使
の
決
意
を
固
め
、
味
方
の
諸
大
名
に
動
員
令
を
発
し
た
の
で
あ

る
．^
戦
端
は
、
岡
障
営
の
支
援
を
受
け
た
轟
曲
政
長
と
同
義
就
の
間
で
開
か
れ
た
。

同
年

一
月

一
人
日
の
御
霊
森
合
戦
で
あ
る
ｃ
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
細
川
方
は
動

か
ず
、
戦
い
は
山
名
方
の
支
援
を
受
け
た
畠
曲
義
就
の
勝
利
と
な
っ
た
。

本
格
的
な
衝
突
は
、
同
年
五
月
二
十
四
日
、
細
川
方
の

一
色
義
直
邸
攻
撃
に
よ
っ
て

始
ま
っ
た
。
西
軍
山
峯
宗
全
の
檄
に
応
じ
た
大
名
は
政
豊

・
政
清

・
教
之
を
初
め
と

す
る
曲
名

一
族
、
新
管
領
斯
波
義
廉
、
河
内
守
護
畠
山
義
就
、
能
登
守
護
轟
撫
義
統
、

丹
後
守
護

一
色
義
直
以
下
、
赤
松

・
土
岐

，
富
樫
氏
等
大
名
三
〇
余
人
、
都
合

一
一

万
人
。
対
す
る
東
軍
纏
篤
勝
元
方
に
は
、
成
之

・
成
春

・
政
有
を
初
め
と
す
る
細
川

一
族
、
斯
波
義
敏
、
近
江

・
出
雲

・
飛
騨
守
護
京
極
持
溝
、
若
狭
守
護
武
獲
国
信
、

そ
し
て
、
山
名

一
族
の
中
で
た
だ

一
人
勝
元
の
召
し
に
応
じ
た
山
名
是
豊
等
、
総
勢

一
六
万
余
人

（応
仁
記
）
。
　
以
後
両
者
は
、
京
都
、
否
全
国
を
舞
台
と
し
て
、
文
明

九
年
ま
で
十

一
年
に
わ
た
っ
て
死
力
を
尽
く
し
て
戦
う
こ
と
に
な
る
。
困
に
、
「東

軍
」
「西
軍
」
の
名
は
、
綴
川
方
が
京
都
室
町
の
幕
府
周
辺
に
本
拠
を
置
い
た
の
に
対

し
、
羹
名
方
は
そ
の
西
に
本
陣

（現
在
の
西
陣
）
を
置
い
た
事
に
由
来
し
、
両
者
の

陣
地
の
位
置
か
ら
東
軍
、
西
軍
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。

備
後
図
人
衆
の
分
裂

守
護
家
の
山
名
氏
が
分
裂
し
た
た
め
、
備
後
の
国
人
衆
は
大
乱
の
当
初
よ
り
、
ユ則
守

護
宗
全
に
味
方
す
る
者
と
、
現
守
護
是
豊
に
従
う
者
の
二
つ
に
別
れ
て
、
互
い
に
争

う
こ
と
と
な
っ
た
。
現
守
護
山
名
是
豊
に
味
方
し
た
者
は
、
守
護
所
尾
道
霧
通
の
国

人
衆
、
本
梨
庄
や
高
須
の
杉
原
氏

一
族
や
沼
隈
郡
草
戸
の
渡
辺
氏
等
ご
く

一
部
で
、

官
氏
を
始
め
、
備
北
の
曲
内
首
藤
氏
、
三
吉
氏
、
和
智

・
江
田
の
広
沢

一
挟
等
，
殆

ど
の
購
入
衆
は
西
軍
曲
名
宗
全
の
下
知
に
従

っ
た
。

両
者
対
立
の
構
図
は
、　
一
般
に
、
「内
郡
衆
」
と

『外
郡
衆
』
と
い
う
、
簿
後
山
問

部
（内
郡
）
の
国
人
衆
と
、
沿
岸
部
（外
郡
）
の
国
人
衆
の
対
立
抗
争
と
い
う
図
式
で
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が
多
い

（『福
山
市
史
』
上
巻
等
）
。
し
か
し
、
有
力
国
人
衆
の
殆
ど
が
西
軍
山
名
宗

全
に
味
方
し
た
事
は
別
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
こ
と
に
な
る

が
、
備
後
に
於
け
る

『応
仁
の
乱
』
は
、
守
護
に
対
す
る
国
人
の
反
抗
と
い
う
構
図

で
戦
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
有
力
国
人
衆
の
内
、
杉
原
氏

一
族
の
み
が
東
軍
方
と
し

て
行
動
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
氏
の
本
拠
が
守
護
所
尾
道
に
近
接
し
て
お
り
、
是

豊
と
の
結
び
付
き
が
特
に
強
か
っ
た
為
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
草
戸
の
渡
辺
氏
は
、

こ
の
時
期
ま
だ
土
豪

（有
力
名
主
）
の
範
疇
を
出
て
お
ら
ず
、
守
護
の
土
豪
に
対
す

る
被
官
化
の

一
例
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

室
町
期
の
守
護
と
国
人
の
関
係
は
、
常
に
緊
張
関
係
を
手
む
も
の
で
あ

っ
た
。
守
護

は
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
職
権
に
よ
っ
て
国
人
衆
の
被
官
化
を
押
し
進
め
て
い
っ
た

が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
。
守
護
は
、
そ
の
領
国
支
配
の
為
に
は

国
人
の
被
官
化
が
必
要
で
あ

っ
た
が
、
国
人
の
側
で
は
必
ず
し
も
そ
の
必
要
は
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
有
力
国
人
は
、
そ
の
領
域
支
配
に
守
護
の
力
を
必
要
と
せ

ず
、
却

っ
て
守
護
の
支
配
と
対
立
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
ら
の
中
に

は

『奉
公
衆
」
と
し
て
直
接
将
軍
と
結
び
つ
き
、
守
護
か
ら
独
立
の
姿
勢
を
示
す
者

も
い
た
。
西
軍
に
味
方
し
た
宮
氏
や
三
吉
氏
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。

守
護
山
名
家
の
分
裂
は
、
彼
ら
有
力
国
人
衆
に
、
守
護
に
対
す
る
反
抗
の
絶
好
の
口

実
を
与
え
た
。
前
守
護
山
名
宗
全
の
命
を
奉
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
堂
々
と

現
任
の
守
護
で
あ
る
山
名
是
豊
と
戦
う
事
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

世
羅
郡
の
戦
い

東
西
両
軍
に
別
れ
た
備
後
の
国
人
衆
は
、
始
め
両
軍
の
招
き
に
応
じ
て
、
京
畿
で

戦

っ
た
。
「応
仁
記
』
に
よ
る
と
、
江
田

・
和
智

・
山
内

・
宮
の
諸
氏
は
、
大
乱
開
始

直
後
の
応
仁
元
年

（
一
四
六
七
）
六
月
八
日
、
宗
全
の
招
き
に
応
じ
て
但
馬
国

（現
兵

庫
県
北
部
）
に
出
陣
し
、
東
軍
細
川
勝
元
の
領
国
丹
波

（京
都
府
北
西
部
）
に
攻
め
入
っ

て
い
る
。
ま
た
、
山
内
氏
や
渡
辺
氏
、
一呂
氏
の
一
族
法
成
寺
尾
張
守
等
が
京
都
の
市
街
戦

で
活
躍
し
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る

（山
内
首
藤
家
文
書

・
渡
辺
先
祖
覚
書
等
）
。

し
か
し
、
彼
ら
が
両
軍
首
領
の
た
め
京
畿
で
血
を
流
し
た
の
は
僅
か
の
間
で
あ
っ
た
。
戦

い
が
長
期
戦
に
な
る
と
、
彼
ら
は

一
早
く
帰
国
し
、
そ
の
最
大
の
関
心
事
、
所
領
の
確

保

・
拡
大
を
目
指
し
て
狂
奔
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

備
後
に
於
け
る
両
軍
の
戦
い
は
、
翌
応
仁
二
年

（
一
四
六
八
）
八
月
、
世
羅
郡
で
幕

を
開
け
た
。
す
な
わ
ち
、
『山
内
首
藤
家
文
書
』
に
よ
る
と
、
同
月
三
日
、
備
北
山
内

豊
成
の
軍
勢
を
中
心
と
し
た
西
軍
方
は
、
同
郡
小
世
良
に
侵
入
し
、
東
軍
方
の
軍
勢

と
戦

っ
て
い
る
。

戦
い
は
、
西
軍
方
優
勢
の
内
に
推
移
し
た
よ
う
で
、
翌
文
明
元
年

（
一
四
六
九
Ｙ

一

月
、
山
内
氏
を
中
心
と
し
た
西
軍
方
の
軍
勢
は
大
き
く
南
下
し
、
東
軍
方
杉
原
氏
の

領
内

「杉
原
苧
原
」
に
侵
入
し
て
い
る

（小
早
川
家
文
書
）。

東
西
両
軍
の
合
戦
が
先
ず
世
羅
郡
で
始
ま

っ
た
理
由
は
、
同
郡
の
大
部
を
占
め
る

高
野
山
領
「太
田
庄
」
が
こ
の
時
期
、
実
質
的
に
現
守
護
山
名
是
豊
の
支
配
下
に
有

っ

た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
同
庄
は
、
応
永
九
年

（
一
四
〇
二
）
、
山
名
氏
の

「守
護
請
」

と
な
っ
て
お
り
、
守
護
山
名
氏
に
と

っ
て
備
後
に
於
け
る
拠
点
と
し
て
大
き
な
意
味

を
も

っ
て
い
た
。
ま
た
、
山
内
氏
を
中
心
と
し
た
西
軍
方
の
軍
勢
が
さ
ら
に
南
下
の
姿

勢
を
示
し
た
の
は
、
そ
の
先
に
是
豊
の
本
拠
、
守
護
所
尾
道
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

従
来
、
備
後
守
護
と
し
て
の
山
名
氏
は
、
守
護
所
を
神
辺
城

（深
安
郡
神
辺
町
）
に
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置
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
（福
山
市
史
上
巻
等
）
。
し
か
し
、
神
辺
城
の
初
見

は
、
確
実
な
史
料
の
上
か
ら
は
戦
国
時
代
の
天
文
年
間
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
説
は

誤
り
で
あ
る
。
尾
道
西
国
寺
の

「再
興
寄
付
帳
』
に
よ
る
と
、
室
町
中
期
、
同
寺
は

守
護
山
名
持
豊
を
初
め
と
し
た
山
名

一
族
の
力
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
こ
の
地
は
高
野
山
領
太
田
庄
の
倉
敷
地
と
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
応
永
九
年
以

来
山
名
氏
の
支
配
下
に
あ

っ
た
。
備
後
に
於
け
る
山
名
氏
の
本
拠
は
尾
道
で
あ

っ
た

と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
西
軍
方
の
国
人
衆
は
、
是
豊
の
守
護
所
が

置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
尾
道
を
目
指
し
て
南
下
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
る
。

宮
氏

の
向
背

自
身
の
本
拠
近
く
ま
で
攻
め
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
東
軍
方
の
現
守
護
山
名

是
豊
に
と
っ
て
も
こ
の
西
軍
方
の
攻
勢
は
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

『碧

山
日
録
」
に
よ
る
と
、
応
仁
二
年
十

一
月
、
是
豊
は
自
ら
備
後
に
帰
り
、
西
軍
方
に

立
ち
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

杉
原
苧
原
の
合
戦
は
、
隣
国
安
芸
の
小
早
川
氏
の
加
勢
に
よ

っ
て
是
豊
方
の
勝
利

と
な
り
、
翌
文
明
元
年
四
月
に
は
、
逆
に
東
軍
方
の
軍
勢
が
北
上
し
、
世
羅
郡
重
永

神
上
で
両
軍
の
合
戦
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
是
豊
の
帰
国
に
は
、
別
に
大
き
な

目
的
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
西
軍
方
に
走
っ
た
宮
下
野
守
の
討
伐
で
あ
る
。

従
来
、
「応
仁
の
乱
」
に
際
し
て
、
宮
下
野
守
は
東
軍
に
属
し
た
と

い
わ
れ
て
き
た
。

例
え
ば

『福
山
市
史
』
上
巻
は
、
「応
仁
別
記
』
を
引
い
て
、
「宮
氏
で
は
惣
領
宮
下
野

守
自
身
が
是
豊
に
従
っ
て
上
洛
し
て
い
る
」
（Ｐ
二
〇

一
）
・
「ゝ
」
の
こ
ろ

（筆
者
注
文
明

二
年
十
月
）
山
名
是
豊
は
宮
下
野
守
な
ど
備
後
の
東
軍
を
率
い
て
近
畿
地
方
を
転
戦
し

て
お
り
、
摂
津
の
兵
庫
を
と
り
、
つ
い
で
山
崎
を
占
領
し
て
天
王
山
に
山
城
を
つ
く
り
、

こ
こ
を
本
拠
に
淀

・
鳥
羽

・
八
幡
の
要
衝
を
押
さ
え
て
い
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
同
書
が
根
拠
と
し
て
い
る

『応
仁
別
記
』
の
記
事
に
は
脱
漏
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
到
底
証
拠
に
な
り
得
な
い
。
宮
下
野
守
の
名
が
現
れ
る
の
は
、
同
書
文
明

元
年
七
月
十
三
日
の
、
西
軍
大
内
政
弘
が
摂
津
池
田
筑
後
守
を
責
め
た
記
事
の
後
で
、

本
文
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

「山
名
弾
正
是
豊
、
備
後
国
宮
下
野
守
ヲ
責
手

二
遣
、
悉
打
順
ケ
レ
ハ
、
打
テ
上
ラ

レ
、
兵
庫

へ
切
上
ラ
レ
ケ
リ

（下
略
ご

『福
山
市
史
』
上
巻
な
ど
は
、
こ
の
記
述
の
中
で
是
豊
が

「備
後
国
宮
下
野
守
ヲ
責

手

二
遣
」
を
も

っ
て
宮
氏
の
惣
領
家
が
東
軍
山
名
是
豊
に
味
方
し
た
論
拠
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
で
は
是
豊
は
何
処
に
宮
下
野
守
を
遣
わ
し
た
の
か
、
も
し
池
田
筑
後

守
の
救
援
に
派
遣
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
相
手
は
大
内
政
弘
に
な
る
が
他
の
史
料
か
ら

そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
是
豊
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ

「打
テ
上

ラ
レ
」
た
の
か
、
摂
津
池
田
城
か
ら
兵
庫

へ

「切
上
ラ
レ
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
、

な
ど
な
ど
理
解
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
も
、
宮
氏
の
向
背
に
つ
い
て
は

『重
編
応
仁
記
宝
ハ
、
摂
津
合
戦
事
の
次

の
記
述
を
採

っ
た
方
が
良

い
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

「其
頃
東
軍
山
名
弾
正
是
豊
、
備
後
国
ノ
住
人
宮
下
野
守
退
治
ノ
為
、
彼
国

二
馳
下

り
、
宮
ヲ
打
従

へ
帰
洛
ス
ル
折
ナ
レ
バ
其
儘
摂
州
ノ
兵
庫

二
陣
ス

（下
略
と

宮
下
野
守
が
西
軍
に
応
じ
た
こ
と
は
、
別
の
史
料
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。　
す
な

わ
ち
、
『応
仁
記
』
巻
二
、
室
町
亭
行
幸
之
事
に
よ
れ
ば
、
応
仁
元
年
八
月
、
室
町
御

所
に
詰
め
る
奉
公
衆
の
内
十
二
名
の
者
が
西
軍
方
に
内
通
し
、
東
軍
細
川
勝
元
の
要
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請
に
よ
り
御
所
か
ら
放
逐
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ

っ
た
が
、
こ
の
十
二
名
の
中
に

宮
下
野
守
、
同
若
狭
守
の
名
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
『福
山
市
史
』
上
巻
が
論
拠
と
す
る

『応
仁
別
記
』
に
は
脱

漏
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
応
仁
の
乱
に
際
し
て
、
宮
下
野
守
は
西
軍
方
に
味
方

し
た
と
す
る
の
が
歴
史
的
事
実
と
思
わ
れ
る
。

是
豊
の
入
国

こ
の
是
豊
の
反
撃
は
、
一
応
功
を
奏
し
た
よ
う
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
西

軍
方
の
南
下
は
阻
止
さ
れ
、
翌
文
明
元
年
四
月
に
は
、
東
軍
方
が
逆
に
北
上
し
重
永

神
上

（世
羅
郡
世
羅
町
）
で
西
軍
と
戦

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
是
豊
が
同
年
十
月
西
上
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
西
軍
方
の
反
撃
が
始
ま

っ
た
。

西
軍
の
総
帥
山
名
宗
全
は
、
備
後
に
自
己
の
腹
心
官
田
備
後
守
教
言
を

「守
護
代
」

と
し
て
送
り
込
み
、
是
豊
勢
力
の
撲
滅
を
謀
る
の
で
あ
る
。

宮
田
教
言
は
、
同
年
十
二
月
に
は
備
後
に
入
国
し
、
備
北
山
内
氏
の
拠
点
甲
山
城

（庄
原
市
本
郷
）
を
本
拠
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。
今
日
、
教
言
の
行
動
を
具
体

的
に
示
す
記
録
は
殆
ど
の
こ
っ
て
い
な
い
が
、
翌
文
明
二
年
三
月
に
は
、
西
軍
蜂
起

の
動
き
が
京
都
に
報
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
同
年
夏
頃
に
は
そ
の
活
動
も

一
応
の
成
果
を

挙
げ
た
よ
う
で
、
同
月
二
十
四
日
、
山
名
宗
全
は
山
内
豊
成
に
宛
て

「今
に
於
い
て

は
外
郡
の
儀
も
悉
く
落
居
し
た
よ
う
で
誠
に
目
出
度
い
」
と
申
し
送

っ
て
い
る

含
山

内
首
藤
家
文
書
』

一
二
四
号
）
。

こ
れ
に
対
し
て
是
豊
は
、
東
軍
方
の
有
力
武
将
と
し
て
畿
内
を
転
戦
し
て
い
た
が
、

領
国
備
後
の
西
軍
方
の
動
き
を
黙
視
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
同
年
暮
れ
帰
国
を
決
意

し
た
。
是
豊
に
と

っ
て
自
己
の
基
盤
は
備
後
以
外
に
無
く
、
そ
の
喪
失
は
自
身
の
没

落
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
そ
の
先
陣
が
備
後
に
入
国
し
た
の
は
、
翌
文
明
三
年
四
月
十
日
の

こ
と
で
、
是
豊
自
身
が
備
後
坪
生

（福
山
市
坪
生
町
）
に
着
陣
し
た
の
は
更
に
遅
れ

て
同
月
十
六
日
の
事
で
あ

っ
た
全
二
浦
家
文
書
）
。
こ
れ
は
備
後
の
沿
岸
部
が
既
に
西

軍
方
に
押
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
東
軍
優
勢
の
東
隣
備
中
か
ら
陸
路
を
通

っ
て
備
後
に

入
る
ほ
か
す
べ
が
無
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

備
後
に
入
っ
た
是
豊
は
直
ち
に
草
土

（福
山
市
草
戸
町
）
に
進
ん
で
西
軍
方
の
構
え

た
城
を
攻
め
落
と
す
と
共
に
、
輌

（福
山
市
輌
町
）
に
本
陣
を
移
し
、
西
軍
方
追
い

落
と
し
の
た
め
活
動
を
開
始
す
る

（同
上
）
。

是
豊
の
備
後
入
国
の
こ
と
を

『渡
辺
先
祖
覚
書
』
は

「是
豊
様
山
名
御
家
督
越
御
む

ほ
ん
い
よ
い
よ
御
は
た
し
な
く
」
と
述
べ
て
い
る
。
是
豊
に
と
っ
て
戦
い
は
、
中
央
の
戦
局

に
は
関
係
無
く
、
「山
名
御
家
督
』
を
懸
け
た
自
分
自
身
の
戦
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

柏

村

の
合

戦

入
国
し
た
是
豊
が
最
初
に
攻
撃
目
標
と
し
た
の
は
備
後
最
大
の
勢
力
を
誇

っ
た
宮

下
野
守
（教
元
）
で
あ

っ
た
。
宮
下
野
守
の
向
背
に
つ
い
て
は
今
ま
で
東
軍
方
に
応
じ

た
と
す
る
説
が
主
流
を
占
め
い
て
た
が
、
先
に
論
証
し
た
よ
う
に
そ
れ
は
誤
り
で
あ

る
。
従
来
の
説
は
、
備
後
の
応
仁
の
乱
を
南
北
国
人
衆
の
抗
争
と
位
置
付
け
て
い
る

が
事
態
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
旧
来
の
説
を
採

っ
て
も
官
下
野
守
（惣
領
家
）

の
勢
力
は
備
後
南
部
の
深
津
郡
か
ら
備
北
の
奴
可
郡

（現
比
婆
郡
東
半
）
に
及
ん
で

お
り
、
こ
の
図
式
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
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『渡
辺
先
祖
覚
書
』
に
よ
る
と
、
是
豊
の
攻
勢
に
直
面
し
た
宮

一
族
は
、
惣
領
の
下

野
守
を
中
心
と
し
て
山
間
の
小
盆
地

「柏
村
」
に
立
て
籠
も
り
、
こ
の
攻
撃
を
凌
ご

う
と
し
た
。

「柏
村
」
は
、
現
在
の
芦
品
郡
新
市
町
下
安
井

・
柏
に
あ
た
り
、
備
南
の
名
峰
蛇
円

山
か
ら
芦
田
川
に
向
か
っ
て
伸
び
た

一
支
峰
中
の
窪
地
で
、
周
り
を
百
メ
ー
ト
ル
前

後
の
尾
根
で
囲
ま
れ
、
東
西
南
北
に
小
径
が
通
じ
、
大
軍
を
迎
え
撃
つ
に
は
恰
好
の

場
所
で
あ
る
。

是
豊
と
宮

一
族
の
戦
い
は
、
「渡
辺
先
祖
覚
書
』
に
よ
る
と
、
足
掛
け
三
年
間
続
い

た
。
そ
の
詳
細
は
知
り
得
な
い
が
、
同
覚
書
に
よ
る
と
、
是
豊
被
官
の
渡
辺
信
濃
守

家
は

「
一
宮
り
ん
そ
う
合
戦
」
や

「
つ
つ
み
の
城
没
落
」
の
合
戦
で
戦
功
を
挙
げ
て

い
る
。
「り
ん
そ
う
」
（新
市
町
宮
内
）
や
「
つ
つ
み
の
城
」
（深
安
郡
神
辺
町
上
竹
田
）

は
今
日
で
も
地
名
が
残

っ
て
お
り
、
戦
い
は
、
柏
村
を
中
心
と
し
た
神
辺
平
野
全
域

を
舞
台
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
覚
書
に
よ
る
と
、
是
豊
方

に
は
備
前
の
松
田
氏
、
備
中
の
庄
元
資
の
軍
勢
も
加
わ
っ
て
お
り
、
『洞
松
寺
文
書
』

に
よ
る
と
、
庄
元
資
の
弟
資
長
は
文
明
三
年
十

一
月
二
十
日
、
備
後
柏
村
で
討
死
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
是
豊
の
配
下
に
備
後
の
有
力
な
国
人
衆
が
加
わ

っ
て
い
な

い
事
と
合
わ
せ
て
、
備
後
の

「応
仁
の
乱
』
が
東
西
両
軍
の
争
い
と
言
う
よ
り
も
、

是
豊
と
国
人
衆
と
い
う
、
守
護
対
在
地
の
豪
族
の
主
導
権
争
い
で
あ

っ
た
こ
と
を
明

確
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
是
豊
の
戦
い
は
、
自
分
自
身
の
権
力
確
立
の
戦

い
で
あ

っ
た
と
共
に
、
以
後
百
年
続
く
戦
国
動
乱
で
誰
が
備
後
の
支
配
者
で
あ
る
か

を
占
う
上
で
、
大
き
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

是
豊
の
初
戦
は
、
国
人
衆
の
敗
北
で
終
わ

っ
た
。
『渡
辺
先
祖
覚
書
』
に
よ
る
と
、

柏
村
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
宮

一
族
は
、
「
下
野
殿
を
始
め
と
し
て
悉
腹
を
御
切
」
、
備

後
国
は
悉
く
山
名
是
豊
の

「御
下
知
」
に
従

っ
た
と
い
う
。

宮
下
野
守

（教
元
）
の
敗
北
は
事
実
と
思
わ
れ
る
。
宮
氏
の
氏
寺
徳
雲
寺

（比
婆
郡

東
城
町
）
の
記
録
に
よ
る
と
、
宮
教
元
は

「備
後
柏
村
」
で
討
死
し
た
と
あ
り
、
こ

の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

し
か
し
、
戦
い
の
帰
趨
は
こ
れ
で
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
備
北
甲
山
城
（庄
原
市
本

郷
）
に
は
、
備
後
西
軍
の
主
力
、
山
内
豊
成
が
、
和
智
・柚
谷
・田
総
氏
な
ど
の
国
人
衆

と
共
に
、
是
豊
の
軍
勢
を
阻
止
す
べ
く
、
満
を
持
し
て
待
ち
構
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

甲
山
城
の
戦

い

山
内
首
藤
氏
の
拠
点
甲
山
城
跡
は
、
庄
原
市
本
郷
の
田
園
地
帯
の
北
側
に
、
低

い
丘

陵
の
上
に
塔
を
立
て
た
よ
う
に
聾
え
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
末
期
、
西
遷
地
頭
の

一
員

と
し
て
こ
こ
地
毘
庄
に
下
向
し
た
山
内
通
資
は
、
初
め
庄
内
最
北
端
の
比
婆
郡
高
野

町
に
蔀
山
城
を
築

い
て
本
拠
と
す
る
が
、
後
に
南
下
し
て
地
昆
庄
の
中
心
甲
山
に
城

地
を
求
め
本
拠
を
移
し
た
。
ち
な
み
に
、
地
昆
庄
の
庄
名
は
、
奈
良
時
代
、
行
基
が

甲
山
に
来
て
、
山
中
の
栗
の
本
か
ら
地
蔵
、
毘
沙
門
の
像
を
刻
み
、
山
内
の
観
音
堂

に
安
置
し
た
の
に
由
来
し
、
地
蔵
の

「地
」
と
毘
沙
門
の

「昆
」
を
採

っ
て

『地
毘

庄
』
と
号
し
た
と

い
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
以
来
山
内
首
藤
氏
は
備
北
の
国
人
衆
と
し
て
勢
力
を

伸
ば
し
、
応
仁
の
大
乱
で
は
、
備
後
西
軍
の
主
力
と
し
て
、
是
豊
排
撃
の
先
鋒
と
し

て
活
動
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

『渡
辺
先
祖
覚
書
』
に
よ
れ
ば
、
ニ
ケ
年
に
互

っ
た
と
さ
れ
る
こ
の
戦
い
は
、
先
の
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柏
村
の
合
戦
以
上
に
、
守
護
対
国
人
衆
と
い
う
戦
い
の
図
式
を
鮮
明
に
す
る
。
す
な

わ
ち
、
宮
氏
を
屈
服
さ
せ
た
と
は
い
え
是
豊
に
は
国
内
の
有
力
国
人
衆
は
殆
ど
味
方

せ
ず
、
依
然
と
し
て
そ
の
頼
む
と
こ
ろ
は
渡
辺

・
栗
原
と
い
う
土
豪
層
と
隣
国
の
東

軍
方
諸
将
の
み
と
い
う
状
態
が
続
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
甲
山
城
に
籠

っ
た

の
は
、
今
日
判
る
の
み
で
も
和
智
氏

・
柚
谷
氏

・
田
総
氏
な
ど
の
有
力
国
人
衆
を
網

羅
し
（田
総
文
書

・
閥
閲
録
な
ど
ヽ
他
の
有
力
国
人
衆
三
吉
氏
、
江
田
氏
な
ど
も
各
々

居
城
に
籠

っ
て
是
豊
に
抗
戦
し
て
お
り
、
形
勢
は
正
に
守
護
に
た
い
す
る

『国
人

一

揆
』
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

是
豊
の
没
落

甲
山
城
を
攻
撃
す
る
是
豊
の
足
元
は
意
外
な
方
向
か
ら
崩
れ
始
め
た
。　
是
豊
の
有

力
な
味
方
は
国
内
に
無
く
、
隣
国
の
東
軍
方
の
援
助
を
仰
い
で
来
た
こ
と
は
先
に
述

べ
た
。
な
か
で
も
、
西
隣
安
芸
の
有
力
国
人
衆
沼
田
小
早
川
氏
は
是
豊
に
と

っ
て
杖

と
も
柱
と
も
頼
む
有
力
な
味
方
で
あ

っ
た
。
に
も
拘
ら
ず
是
豊
は
同
氏
の
危
機
を
救

う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

沼
田
小
早
川
氏
の
本
拠
高
山
城
は
、
文
明
五
年
九
月
以
来
同
氏
の
有
力
な
庶
家
で

あ
る
竹
原
小
早
川
氏
を
初
め
と
す
る
西
軍
方
の
包
囲
攻
撃
を
受
け
て
い
た
が
、
是
豊

の
必
死
の
救
援
も
空
し
く
、
文
明
七
年
四
月
十
二
日
、
和
睦
、
開
城
し
た
の
で
あ
る
。

有
力
な
味
方
を
救
援
出
来
な
か

っ
た
こ
と
は
、
是
豊
に
と

っ
て
大
き
な
痛
手
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
是
豊
の
武
将
と
し
て
の
人
望
を
失
墜
さ
せ
る
事
に
も
な
っ
た
し
、

西
の
防
波
堤
を
失

っ
た
是
豊
は
、
そ
の
本
拠
備
南
を
敵
の
攻
撃
に
晒
す
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
和
睦
交
渉
に
は
東
軍
方
の
庄
元
資
も
加
わ

っ
て
い
る
こ

と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
味
方
国
人
衆
の
な
か
に
は
東
西
両
軍
の
首
領
細
川
政
元
、

山
名
政
豊
の
講
和

（文
明
六
年
四
月
）
に
刺
激
さ
れ
て
和
平
へ
の
機
運
が
高
ま
り
つ

つ
あ
り
、　
一
人
野
心
的
な
是
豊
は
周
囲
か
ら
孤
立
し
つ
つ
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

是
豊
軍
の
崩
壊
は
急
激
な
も
の
で
あ

っ
た
。
隣
国
安
芸
の
毛
利
豊
元
の
軍
勢
が
、
同

じ
く
西
軍
方
の
江
田
氏
の
籠
る
旗
返
城

（三
次
市
三
若
町
）
を
攻
撃
中
の
是
豊
の
子

息
山
名
七
郎

・
小
早
川
氏
の
軍
勢
を
切
り
崩
し
、
江
田
繁
ケ
峰
３
一次
市
向
江
田
町
）

に
陣
を
移
す
と
、
是
豊
軍
の
敗
走
が
始
ま

っ
た
。
是
豊
は
こ
の
背
後
か
ら
の
脅
威
を

取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ず
、
甲
山
城
に
籠
る
西
軍
方
の
総
反
撃
を
受
け
て
石
見
の
国

に
逃
走
し
た
の
で
あ
る

（毛
利
家
文
書

・
渡
辺
先
祖
覚
書
）
。

乱
の
意
味
す
る
も
の

結
果
と
し
て
備
後

の
応
仁
の
乱
は
、
西
軍
方
に
結
集
し
た
国
人
衆

の
勝
利
に
終

わ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
戦
国
備
後
の
主
導
権
が
国
人
衆
の
側
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
訳

で
は
決
し
て
な
い
。
依
然
と
し
て
守
護
の
権
威
は
生
き
て
お
り
、
乱
の
後
始
末
は
宗
全
の

跡
を
継
い
だ
山
名
政
豊
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る

（平
賀
家
文
書
）
。

だ
が
、
山
内
氏
を
初
め
と
す
る
国
人
衆
の
台
頭
は
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
政
豊
は
国
人
衆
の
支
持
に
よ

っ
て
権
力
を
手
に
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
支
持
無

く
し
て
は
何
事
も
な
し
得
な
か

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
守
護
の
側
に
あ

っ
た

政
局
の
主
導
権
が
国
人
側
に
移
る
契
機
と
し
て
、
応
仁
の
乱
は
備
後
で
も
大
き
な
意

味
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（注
）
特
に
断
ら
な

い
場
合
、
事
実
の
出
典
は

「福
山
市
史
」
上
巻
と

「広
島
県
史
」

通
史
編
中
世
に
よ

っ
た
。
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